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弥生時代 名前

問1 弥生時代に大陸から稲作が伝わり、食料を蓄えることが可能になったことで生じた社会の変化について、最も適切な説明を選んでください。
（2021年 神奈川県公立入試 類似）

1. 政府から農民へ平等に土地が割り
当てられ、収穫した稲を税として納
める制度が整った。

2. ナウマン象などの大型動物を狩猟
するために、人々は移動を繰り返し
ながら生活するようになった。

3. 表面に縄目の文様がある、厚手で
黒褐色の土器が全国的に作られるよ
うになった。

4. 土地や水の利用、蓄えた食料など
をめぐって、ムラの間で争いが起こ
るようになった。

問2 3世紀の日本において、30余りの小国を従えていた邪馬台国の女王は、中国の王朝である魏に使者を送りました。この女王が魏の皇帝から授かっ
た称号として正しいものはどれか。 （2018年 福島県公立入試 類似）

1. 倭王武 2. 親魏倭王 3. 漢委奴国王 4. 征夷大将軍

問3 弥生時代の高床（式）倉庫において、柱と床が接する部分に「ネズミ返し」と呼ばれる板状の部材が取り付けられた理由として、当時の社会背
景を踏まえた説明はどれですか。 （2021年 佐賀県公立入試 類似）

1. 定住生活が始まったことで、家畜
として飼育し始めた動物が建物内に
入り込むのを防ぐ必要があったから
。

2. 大陸から新たな建築技術が伝来し
、建物の耐震性を高めて大規模な集
落の崩壊を防ぐ必要があったから。

3. 稲作の開始によって収穫した食料
を蓄えるようになったため、その貯
蔵分を害獣から保護する必要があっ
たから。

4. 集落間の争いが激しくなったため
、床下に敵が潜り込んで火を放つこ
とを防ぐ防御壁が必要だったから。

問4 『魏志』倭人伝などの中国の歴史書に記述が見られ、3世紀ごろに争乱が続いていた倭国を治めるため、邪馬台国の女王として共立された人物は
誰か。 （2016年 北海道公立入試 類似）

1. 神功皇后 2. 持統天皇 3. 推古天皇 4. 卑弥呼

問5 1世紀半ば、日本の小国の一つであった奴国の王が、中国の王朝である後漢へ使者を送った時期の社会状況として、最も適切なものはどれですか
。 （2022年 愛媛県公立入試 類似）

1. 巨大な前方後円墳が築造されるよ
うになり、その周囲には死者を供養
するための埴輪が並べられた。

2. 狩猟や採集を生活の中心とし、ナ
ウマンゾウなどの大型動物を追って
移動を繰り返す生活を送っていた。

3. 仏教による国家の安定を図るため
、聖武天皇の命によって全国各地に
国分寺や国分尼寺が建立された。

4. 大陸から伝わった稲作や金属器の
使用が広まり、食料の蓄えや土地を
めぐる集落間の争いが起こるように
なった。

問6 弥生時代に大陸から稲作とともに伝えられた金属器のうち、強度が非常に高く、主に武器や工具、木製農具の刃先などの実用的な道具として用
いられたものはどれですか。 （2023年 大阪府公立入試 類似）

1. 打製石器 2. 鉄器 3. 磨製石器 4. 青銅器

問7 弥生時代に現れた環濠集落は、それ以前の縄文時代の集落とは大きく異なる社会背景を持っています。このような形態の集落が全国的に出現し
た理由として、最も適切な説明はどれですか。 （2021年 愛知県公立入試 類似）

1. 大規模な洪水被害から住居を守る
ために、集落の周囲に巨大な排水路
を設ける必要があったため

2. 稲作による生産力の向上で蓄えが
生まれた結果、土地や水をめぐる集
団間の争いが激化したため

3. 渡来人から伝わった仏教の寺院を
建立するにあたり、聖域と世俗の居
住区を明確に区別するため

4. 大陸との交易で得た貴重な青銅器
や鉄器を、雨風や火災から物理的に
保護する必要が生じたため

問8 弥生時代に大陸から伝わった技術や文化が、当時の社会に与えた影響を説明した文として、最も適切なものはどれですか。 （2022年 鹿児島県公立入試

類似）

1. 青銅器が実用的な農具として普及
したことで、開墾が進み全国的な統
一国家が誕生した。

2. 狩猟や採集がより効率的になり、
人々は移動を繰り返しながら竪穴住
居に住んだ。

3. 巨大な前方後円墳を築くための高
い土木技術が伝わり、各地に大規模
な古墳が作られた。

4. 稲作の普及により食料の蓄えが可
能になり、貧富の差や集団をまとめ
る王が現れた。

問9 1世紀、3世紀、5世紀の倭（日本）の勢力が行った中国への朝貢について述べた文として、正しいものはどれか。 （2016年 岐阜県公立入試 類似）

1. 5世紀、倭の五王が魏へ使いを送
り、朝鮮半島における軍事的な立場
を認めさせようとした。

2. 5世紀、奴国の王が南朝の宋へ使
いを送り、金印を授けられた。

3. 1世紀、奴国の王が中国の後漢へ
使いを送り、皇帝から金印を授けら
れた。

4. 3世紀、邪馬台国の卑弥呼が後漢
へ使いを送り、「親魏倭王」の称号
を授けられた。

問10 弥生時代から古墳時代にかけての日本列島において、当時の人々が衣服を仕立てる際に主な原料として用いていたものの組み合わせとして、正
しいものを選びなさい。 （2026年 栃木県公立入試 類似）

1. 麻と絹 2. 綿（木綿）と麻 3. 綿（木綿）と絹 4. 絹と羊毛

問11 福岡県の志賀島で発見された、「漢委奴国王」と刻まれた金印に関する記述として、当時の外交関係を説明したものとして最も適切なものはど
れですか。 （2023年 長崎県公立入試 類似）

1. 中国の王朝である漢（後漢）の皇
帝が、倭の奴国の王に与えたもので
ある。

2. 邪馬台国の女王である卑弥呼が、
魏の皇帝から親魏倭王の称号ととも
に授けられたものである。

3. 室町幕府の足利義満が、明の皇帝
から日本国王として認められた際に
授かったものである。

4. 聖徳太子が小野妹子を派遣した際
、隋の皇帝から対等な外交の証とし
て贈られたものである。

問12 弥生時代に大陸から伝えられた金属器のうち、銅鐸や銅剣などの青銅器は、主にどのような目的で使用されていたと考えられますか。 （2019年

徳島県公立入試 類似）

1. 都の東西に置かれた市で、布や米
と交換される通貨として用いられた

2. 食物を煮炊きしたり、貯蔵したり
するための生活容器として用いられ
た

3. 土地を耕したり木を加工したりす
る実用的な工具として用いられた

4. 集団の祭祀や祭りの道具として用
いられた

問13 縄文時代末期から弥生時代にかけて、大陸から伝わった稲作がいち早く開始されたと考えられている、現在の福岡県や佐賀県を含む地域はどこ
ですか。 （2016年 奈良県公立入試 類似）

1. 東北 2. 近畿 3. 関東 4. 北九州
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答え合わせ・解説
問1 答え 4

土地や水の利用、蓄えた食料などをめぐって
、ムラの間で争いが起こるようになった。

稲作が普及すると、生産力の向上により食料の蓄え（余剰生産物）ができるようになりました
。これにより、蓄えの多寡による貧富の差や身分の違いが生まれるとともに、稲作に不可欠な
土地や水の利権をめぐって集落（ムラ）同士の争いが発生するようになりました。こうした争
いを通じて、次第に多くのムラを統合する小国が形成されていきました。

問2 答え 2
親魏倭王

中国の歴史書『魏志』倭人伝には、239年に邪馬台国の卑弥呼が魏に使者を送ったことが記さ
れています。魏の皇帝は卑弥呼に対し、魏と親しい倭の王であることを示す「親魏倭王」の称
号と、金印や多数の銅鏡（三角縁神獣鏡など）を授け、彼女の支配権を国際的に認めました。

問3 答え 3
稲作の開始によって収穫した食料を蓄えるよ
うになったため、その貯蔵分を害獣から保護
する必要があったから。

弥生時代の大きな特徴は、本格的な稲作の開始により食料の「貯蔵」が可能になったことです
。蓄えられた米は人々の命をつなぐ重要な資源であり、これをネズミなどの害獣に食い荒らさ
れることは、集落の存続に関わる重大な問題でした。そのため、物理的に侵入を遮断する「ネ
ズミ返し」という構造が必要とされました。このような食料の蓄積は、後の貧富の差や身分の
違い、集落同士の争いにもつながっていきます。

問4 答え 4
卑弥呼

3世紀の邪馬台国において、呪術的な力を用いて国を治めたとされる女王です。中国の魏に使
いを送り、「親魏倭王」の称号や金印、銅鏡などを授かりました。推古天皇は飛鳥時代の最初
の女帝、持統天皇は飛鳥時代後半の女帝であり、時代が異なります。

問5 答え 4
大陸から伝わった稲作や金属器の使用が広ま
り、食料の蓄えや土地をめぐる集落間の争い
が起こるようになった。

紀元前後の弥生時代には、大陸から稲作技術や金属器（青銅器・鉄器）が伝来し、生産力が向
上しました。これに伴い、余剰生産物の蓄えや水田に適した土地をめぐって集落同士の争いが
発生し、各地に小国が形成されました。奴国の王が後漢の光武帝に使者を送り「漢委奴国王」
の金印を授かったのは、こうした国内の勢力争いの中で中国の王朝を後ろ盾にしようとする意
図があったと考えられています。

問6 答え 2
鉄器

弥生時代には大陸から鉄器と青銅器という二種類の金属器が同時に伝わりました。青銅器が祭
祀（祭り）や儀式のための道具として用いられたのに対し、鉄器は硬度が高く鋭い刃物を作る
ことができたため、戦いのための武器や、木材を加工する工具、開墾効率を高めるための農具
の刃先として幅広く活用されました。

問7 答え 2
稲作による生産力の向上で蓄えが生まれた結
果、土地や水をめぐる集団間の争いが激化し
たため

本格的な稲作の開始は、人々に安定した食料をもたらしましたが、同時に「富の蓄積」と「貧
富の差」を生み出しました。これにより、条件の良い耕作地や農業用水を独占しようとする集
団同士の対立（戦争）が始まりました。自分の集落を守るために防御機能を備える必要があっ
たことが、環濠集落が普及した最大の背景です。

問8 答え 4
稲作の普及により食料の蓄えが可能になり、
貧富の差や集団をまとめる王が現れた。

稲作の開始は、単なる食生活の変化にとどまらず、社会構造に劇的な変化をもたらしました。
収穫した米を蓄えることで余剰生産物が生まれ、それを管理・所有する層が現れたことで、貧
富の差や身分の違い（階級）が生じました。その結果、小国を治める王のような強力な指導者
が登場し、中国の歴史書にある「100余りの国」のような政治的なまとまりが形成される要因
となりました。なお、青銅器は主に祭祀用であり、実用的な農具は鉄器が担いました。

問9 答え 3
1世紀、奴国の王が中国の後漢へ使いを送り
、皇帝から金印を授けられた。

1世紀には、九州の奴国の王が後漢の光武帝に使者を送り、「漢委奴国王」と刻まれた金印を
授かりました。3世紀に魏へ使いを送ったのは邪馬台国の卑弥呼であり、5世紀に南朝の宋へ使
いを送ったのは倭の五王です。それぞれの時代における「倭の勢力」と「中国の王朝」の組み
合わせを正確に把握する必要があります。

問1
0

答え 1
麻と絹

古代の日本における衣料原料は、植物から作られる麻や、蚕の繭から作られる絹が中心でした
。現在、衣類に広く使われている綿（木綿）の栽培が大陸から伝わり、日本で一般的に普及す
るのは戦国時代から江戸時代にかけての後世のことであるため、弥生時代や古墳時代の選択肢
としては不適切です。

問1
1

答え 1
中国の王朝である漢（後漢）の皇帝が、倭の
奴国の王に与えたものである。

この金印は、1世紀（紀元57年）に倭の奴国の王が中国の後漢へ使者を送った際、光武帝から
授けられたものです。中国の歴史書『後漢書』東夷伝には、この出来事に関する記述があり、
江戸時代に福岡県の志賀島で金印が実際に発見されたことで、当時の日本と中国の間に公的な
外交関係があったことが証明されました。

問1
2

答え 4
集団の祭祀や祭りの道具として用いられた

弥生時代に鉄器とともに大陸から伝わった青銅器は、鉄器が武器や工具として実用的に使われ
たのに対し、銅鐸や銅剣などは音を鳴らしたり飾ったりする祭礼用の道具として用いられまし
た。稲作の普及にともない、豊作を祈るなどの集団の儀式が重要になった背景があります。な
お、食物を煮炊きする道具としては、この時代は弥生土器が、のちの時代には須恵器などが用
いられました。

問1
3

答え 4
北九州

朝鮮半島などの大陸に近い地理的条件を備えていた北九州は、新しい技術や文化の玄関口とな
りました。縄文時代末期には既にこの地域で水田稲作が行われていたことを示す遺跡が見つか
っており、ここから日本列島の各地へと農耕文化が広がっていきました。


